
 
 

令和 5 年 10 月 20 日 
                           

荒川区景況速報（令和５年７月～９月） 
   
 

あら坊の景気ウオッチング！ 

 
 
 
 
 

○ 今回調査結果のポイント ○ 
 
 
 

 
 
 
 
調査方法等 

    荒川区内事業所の業種別構成比に基づき無作為抽出した中小企業２００事業所を対象に、 
年１２月日に調査票を発送し、事業所からの回答を集計（回収率 ．％） 

 
 

（問合せ）荒川区 産業経済部 産業振興課 管理係 担当 小山・中条 
電話０３（３８０２）３１１１ 内線 ４４６・４７６  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＊ 調査方法等 

今回の調査は、業種別構成比に基づき、抽出した区内中小企業２００事業所を対象に、今期と次期 
について調査を行いました。調査票は令和５年９月８日に発送し、１６３事業所から回答（回収率 
８１．５％）がありました。なお、集計結果の構成比の数値は小数点以下第二位を四捨五入している 
ため、合計値が１００％とならない場合があります。      

（問合せ）荒川区 産業経済部 産業振興課 管理係  担当：山本、益子 
電話：０３（３８０２）３１１１    内線：４４６   

  
 

全 業 種 の 動 向 
 

１ 今期（７～９月）・次期（１０～１２月）の業況判断 

※ＤＩとは、「良い」と回答した企業の割合－「悪い」と回答した企業の割合 
荒川区の今期は▲３０．７（前回調査▲３０．７）と前期並み、次期は▲２６．４とやや改善の

予想となっている。全国・東京都の今期～次期を見ると、全国では改善、東京都でも改善の予想

となっている。 
 

２ 今期（７～９月）の売上（４～６月と比較した状況） 

「増加した」が１４．８％、「あまり変わらない」が４６．３％、「減少した」が３８．９％とな

っている。 

 

【新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の経営状況について】 

３  新型コロナウイルス感染症が５月に５類感染症へ移行しました。５類移行以前と比べた、 

   ５月以降の貴社の経営状況として当てはまるものを教えてください。 

「変わらない」が６３．８％、「プラスの影響があった」が１７．２％、「マイナスの影響があった」

が１１.７％、「大いにマイナスの影響があった」が４.９％、「大いにプラスの影響があった」が２.

５％となっている。 

 

４ プラスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。 

「行動制限解除により人出が回復したため」が３６．７％、「対面営業を再開できたため」が２６．

７％、「消費動向の回復による影響が増えたため」が２０．０％、「その他」が８．３％、「新規顧客、

受注先が増加したため」が６．７％、「インターネット等によるオンライン販売の利用が拡大したた

め」が１．７％となっている。 

 

５ マイナスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。 

「原油・原材料価格高騰」が２６．９％、「取引先・受注が減少したまま」が２５．６％、「客足が

戻らない」が２３．１％、「人件費高騰・人手不足」が１０．３％、「その他」が９．０％、「取引先

等が倒産したため」が５.１％となっている。 
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１  今期（７～９月）・次期（１０～１２月）の業況判断  

⑴  全業種 
荒川区の今期は▲30.7（前回調査▲30.7）と前期並み、次期は▲26.4 とやや改善の予想となっている。全国・

東京都の今期～次期を見ると、全国では改善、東京都でも改善の予想となっている。 

調 査 名 
前期 今期 次期 傾向 

時点 DI 時点 DI 時点 DI  

荒川区 景況速報 4～6 月 ▲30.7 7～9 月 ▲30.7 10～12 月 ▲26.4 
 

全国（中小企業庁 

中小企業景況調査） 4～6 月 ▲10.8 7～9 月 ▲12.8 10～12 月 ▲4.6  

東 京 都 （ 東 京 都  

中小企業の景況） 7 月 ▲24 8 月 ▲27 9～11 月 ▲20  

 

⑵   製造業 
荒川区の今期は▲16.3（前回調査▲40.5）と大幅に改善、次期は▲16.3 と前期並みの予想となっている。 
全国・東京都の今期～次期を見ると、全国では大幅に改善、東京都ではほぼ横ばいの予想となっている。 

調 査 名 
前期 今期 次期 傾向 

時点 DI 時点 DI 時点 DI  

荒川区 景況速報 4～6 月 ▲40.5 7～9 月 ▲16.3 10～12 月 ▲16.3  

全国（中小企業庁 

中小企業景況調査） 4～6 月 ▲10.4 7～9 月 ▲13.5 10～12 月 ▲3.2  

東 京 都 （ 東 京 都  

中小企業の景況） 7 月 ▲27 8 月 ▲26 9～11 月 ▲25  

 

⑶   卸売業 
荒川区の今期は▲43.9（前回調査▲50.0）と改善、次期は▲41.5 とやや改善の予想となっている。 
全国・東京都の今期～次期を見ると、全国では改善、東京都では大幅に改善の予想となっている。 

調 査 名 
前期 今期 次期 傾向 

時点 DI 時点 DI 時点 DI  

荒川区 景況速報 4～6 月 ▲50.0 7～9 月 ▲43.9 10～12 月 ▲41.5  

全国（中小企業庁 

中小企業景況調査） 4～6 月 ▲9.3 7～9 月 ▲7.3 10～12 月 ▲0.4  

東 京 都 （ 東 京 都  

中小企業の景況） 7 月 ▲23 8 月 ▲29 9～11 月 ▲17  

 

⑷   小売業 
荒川区の今期は▲47.6（前回調査▲25.7）と大幅に悪化、次期は▲33.3 と大幅に改善の予想となっている。 
全国・東京都の今期～次期を見ると、全国では改善、東京都では大幅に改善の予想となっている。 

 

 

調 査 名 
前期 今期 次期 傾向 

時点 DI 時点 DI 時点 DI  

荒川区 景況速報 4～6 月 ▲25.7 7～9 月 ▲47.6 10～12 月 ▲33.3  

全国（中小企業庁 
中小企業景況調査） 4～6 月 ▲22.1 7～9 月 ▲21.7 10～12 月 ▲13.1  

東 京 都 （ 東 京 都 
中小企業の景況） 7 月 ▲31 8 月 ▲40 9～11 月 ▲21  
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２ 今期（７～９月）の売上（４～６月と比較した状況） 
 

「増加した」が１４．８％、「あまり変わらない」が４６．３％、「減少した」が３８．９％となっている。 

（前回調査 「増加した」：２０．５％、「あまり変わらない」：４０．４％、「減少した」：３９．１％） 

業種別では「増加した」が、製造業では１１．６％、卸売業では１２．５％、小売業では９．５％となってい

る。 

 

 

３ 【新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の経営状況について】 

   新型コロナウイルス感染症が５月に５類感染症へ移行しました。５類移行以前と比べた、 

   ５月以降の貴社の経営状況として当てはまるものを教えてください。 

 

「変わらない」が６３．８％、「プラスの影響があった」が１７．２％、「マイナスの影響があった」が１１.７％、

「大いにマイナスの影響があった」が４.９％、「大いにプラスの影響があった」が２.５％となっている。 
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４ プラスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。 
 

「行動制限解除により人出が回復したため」が３６．７％、「対面営業を再開できたため」が２６．７％、「消費

動向の回復による影響が増えたため」が２０．０％、「その他」が８．３％、「新規顧客、受注先が増加したため」

が６．７％、「インターネット等によるオンライン販売の利用が拡大したため」が１．７％となっている。 

 

 

 
   

 

 

 

５ マイナスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。 
 

「原油・原材料価格高騰」が２６．９％、「取引先・受注が減少したまま」が２５．６％、「客足が戻らない」が

２３．１％、「人件費高騰・人手不足」が１０．３％、「その他」が９．０％、「取引先等が倒産したため」が５.

１％となっている。 
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６　主な自由意見等

業種 内　　　容

製造
５類移行後も従業員とその家族にコロナ感染が続いており、製造現場の人員配置のやりくり
が大変である。

製造
お客様を訪問し、対面形式で見本の確認や調整ができるようになった。５類移行は事業活
動にはプラスとなっている。

卸売 国内向けの取引は横ばいだが、外国人相手の取引は上向きとなっている。

卸売
６月位からようやく受注が動き出した感じがある。
一方で、輸入している材料や部品は国内の建設ラッシュの影響で入荷が遅れるものもある。

卸売
コロナ５類移行後も傾向は変わらないが、若干プラスにはなっている。
今後の原材料価格の動きを注視している。

サービス
売上は増加したものの、物価上昇により利益は減少している。
値上げが出来ないため厳しい経営状況が続いている。

サービス
５月以降、人出が変わってきた。この人出をどうすればお客様の来店につなげられるか、
日々考えている。

小売 なかなかマスクを外せない方が多く、化粧品販売の難しさは継続している。

小売
（惣菜販売）６月以降、気温の高い日が多く売上が伸びなかったが、秋以降は平年並みの売
上を見込んでいる。

建設
材料費や人件費が上がっているが、値上げについて契約先から理解を得られない。
若手育成のため勉強の機会を増やしており、その分の費用もかかる。

建設
コロナの影響が残っており、メインの顧客の受注が減少している状態が続く。得意先への訪
問などで糸口を見つけたいと思っている。
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令和５年７～９月　あら坊の景気ウォッチング［全業種］　有効回答１６３事業所

　

DI ▲ 30.7 DI ▲ 26.4

良い

16.0%

普通

37.4%

悪い

46.6%

７～９月の景況

増加した
14.8%

あまり変わらない
46.3%

減少した
38.9%

７～９月の売上

（４～６月との比較）

良い

14.1%

普通

45.4%

悪い
40.5%

１０～１２月の景況予想

【新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の経営状況について】

新型コロナウイルス感染症が５月に５類感染症へ移行しました。

５類移行以前と比べた、５月以降の貴社の経営状況として当てはまるものを教えてください。

大いにプラスの影響があった

2.5%

プラスの影響があった
17.2%

変わらない

63.8%

マイナスの影響があった

11.7%

大いにマイナスの影響があった
4.9%
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プラスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。

マイナスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。

23.1%

25.6%

5.1%

26.9%

10.3%

9.0%

客足が戻らない

取引先・受注が減少したまま

取引先等が倒産したため

原油・原材料価格高騰

人件費高騰・人手不足

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

26.7%

36.7%

20.0%

6.7%

1.7%

8.3%

対面営業を再開できたため

行動制限解除により人出が回復したため

消費動向の回復による影響が増えたため

新規顧客、受注先が増加したため

インターネット等によるオンライン販売の利用が拡大したため

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%
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令和５年７～９月　あら坊の景気ウォッチング［製造業］　有効回答４３事業所

　

DI ▲ 16.3 DI ▲ 16.3

良い
23.3%

普通
37.2%

悪い
39.5%

７～９月の景況

良い

20.9%

普通

41.9%

悪い

37.2%

１０～１２月の景況予想

増加した

11.6%

あまり変わらない

53.5%

減少した
34.9%

７～９月の売上

（４～６月との比較）

【新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の経営状況について】

新型コロナウイルス感染症が５月に５類感染症へ移行しました。

５類移行以前と比べた、５月以降の貴社の経営状況として、当てはまるものを教えてください。

大いにプラスの影響があった
2.3%

プラスの影響があった

16.3%

変わらない
62.8%

マイナスの影響があった

14.0%

大いにマイナスの影響があった

4.7%
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プラスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。

30.8%

23.1%

15.4%

7.7%

7.7%

15.4%

対面営業を再開できたため

行動制限解除により人出が回復したため

消費動向の回復による影響が増えたため

新規顧客、受注先が増加したため

インターネット等によるオンライン販売の利用が拡大したため

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

10.0%

35.0%

5.0%

30.0%

15.0%

5.0%

客足が戻らない

取引先・受注が減少したまま

取引先等が倒産したため

原油・原材料価格高騰

人件費高騰・人手不足

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

マイナスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。
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令和５年７～９月　あら坊の景気ウォッチング［卸売業］　有効回答４１事業所

　

DI ▲ 43.9 DI ▲ 41.5

良い

9.8%

普通

36.6%

悪い

53.7%

７～９月の景況 良い

9.8%

普通

39.0%

悪い

51.2%

１０～１２月の景況予想

増加した

12.5%

あまり変わらない

55.0%

減少した

32.5%

７～９月の売上

（４～６月との比較）

【新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の経営経営状況について】

新型コロナウイルス感染症が５月に５類感染症へ移行しました。

５類移行以前と比べた、５月以降の貴社の経営状況として当てはまるものを教えてください。

大いにプラスの影響があった

2.4%

プラスの影響があった

14.6%

変わらない

70.7%

マイナスの影響があった

9.8%

大いにマイナスの影響があった

2.4%
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プラスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。

33.3%

25.0%

16.7%

8.3%

0.0%

16.7%

対面営業を再開できたため

行動制限解除により人出が回復したため

消費動向の回復による影響が増えたため

新規顧客、受注先が増加したため

インターネット等によるオンライン販売の利用が拡大したため

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

16.7%

25.0%

8.3%

29.2%

8.3%

12.5%

客足が戻らない

取引先・受注が減少したまま

取引先等が倒産したため

原油・原材料価格高騰

人件費高騰・人手不足

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

マイナスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。
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令和５年７～９月　あら坊の景気ウォッチング［小売業］　有効回答４２事業所

　

DI ▲ 47.6 DI ▲ 33.3

良い

9.5%

普通

33.3%

悪い

57.1%

７～９月の景況

良い

14.3%

普通
38.1%

悪い
47.6%

１０～１２月の景況予想

増加した

9.5%

あまり変わらない

31.0%
減少した

59.5%

７～９月の売上

（４～６月との比較）

【新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行後の経営状況について】

新型コロナウイルス感染症が５月に５類感染症へ移行しました。

５類移行以前と比べた、５月以降の貴社の経営状況として当てはまるものを教えてください。

大いにプラスの影響があった

0.0%

プラスの影響があった

19.0%

変わらない

66.7%

マイナスの影響があった

9.5%

大いにマイナスの影響があった
4.8%
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プラスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。

25.0%

43.8%

18.8%

6.3%

0.0%

6.3%

対面営業を再開できたため

行動制限解除により人出が回復したため

消費動向の回復による影響が増えたため

新規顧客、受注先が増加したため

インターネット等によるオンライン販売の利用が拡大したため

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

40.9%

18.2%

4.5%

18.2%

9.1%

9.1%

客足が戻らない

取引先・受注が減少したまま

取引先等が倒産したため

原油・原材料価格高騰

人件費高騰・人手不足

その他

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

マイナスとなっている主な要因として、貴社に当てはまるものを教えてください。
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（例）DI予想のR5年10～12月は、

R5年9月時点での予想
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